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方言研究とコンビューター

沢木幹栄
最近になってコンビュ←ターは我々の生活のいたるところで使われるようになって来ま

した。言葉の研究の世界でもそれは例外ではありません。コンビューターがこの世に出現

した直後からコンヒoユーターは言語の研究に使われていますが、最近ではコンビューター

を使うのは限られた研究者ではありませんし、また、言語研究のなかの限られた分野だけ

で使われているわけでもありません。

今日は、言語研究のなかでも特に方言研究でコンビューターがどのように使われている

か、また、コンヒeユーターを使う事によってどんな局面が聞けてくると考えられるかにつ

いてお話ししたいと思います。というのは、私がここ何年かコンビューターを使って主に

方言に関する研究を行なって来たということと、今年の夏に聞かれた国際方言学者会議に

参加してこの分野での世界の研究の動向に接する事ができたということで、皆さんに少し

は新鮮な話題を提供できると思うからです。

ところで方言研究の話に入るまえにコンヒ。ユーターの得意とするのはなにか、それをち

ょっと考えてみましょう。

コンヒ。ユーターのできることとしては、つぎの4つが考えられます。

1 .大量の計算を高速に正確に行なう

2.大量のデータを記憶して任意の順番でとりだしたりする

3.他の機械をコントロールする

4.通信

1 .はコンヒ。ユーターという言葉でみなさんが真っ先に連想することだろうと思います。

円周率の計算はその代表的なものです。いまはコンビューターを使って何百万けたという

精度で円周率が計算されています。コンビューターができるまえは円周率の計算に一生を

捧げた人がいるくらいて‘す。 シャンクスという人の墓には彼が一生かかつて計算した円周

率の数字が刻み込まれているそうですが、実はその数字は途中から間違っているのだそう

です。それくらい大変な計算がいまやあっという聞にできるようになっているのです。

もっと身近な例としては天気予報が例としてあげられます。最近では、けたはずれな計算

能力をもっコンヒ。ユーターを使って天気予報を出すことが行なわれています。沢山の観測

地点で－の風向きや風力温度湿度などを組合せた巨大な方程式を解くと何時間後かの天気が

わかるという仕組みです。観測地点を増やせばそれだけ正確な予報が出せるわけですが、

そうすると方程式が大きくなりすぎてコンビューターの能力を越えてしまうとか、計算に

時間がかかりすぎるとかの問題がでできます。それから、予報というのは、その現象が起

きる前に知らせなければ意味がありません。 24時間後の天気を計算するのに24時間の

計算時聞がかかったら、天気予報にはなりません。天気予報につかわれるコ ンヒeユーター
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には莫大な量の計算を短い時間で行なう能力が必要とされるわけです。現在の天気予報の

精度は、一面で現在のコンヒcユーターの限界を表しているということになろうかと思いま

す。

2.の例としては銀行の口座管理があげられます。現金の引き出し機にカードをいれて

決められた操作をするとお金がでてきて、しかもその分がちゃんと口座からひかれている

ということが普通に行なわれています。今はあらゆる金融機関でこれが可能ですが、10 

年以上前には、郵便局でできなかったし、さらに 10年前では普通の銀行でもできなかっ
たことです。大量のデータを記憶して管理するコンヒ。ユーターが出現して初めて可能にな

ったわけです。

郵便貯金を考えてみれば分かりますが、膨大な数の口座を管理するというのはたいへん

なζとです。しかも、ちょっとでも誤りがあれば、たちまち社会問題になってしまいます。

似たような例としてJRの座席予約システムがあります。これもどれだけ大量のデータ

を処理しているか、またどれだけの信頼性が要求されているかちょっと想館してください。

3.の例ですが、最近マイコンを組み込んだ製品を私達の身の回りでよく見かけます。

自動炊飯器にはマイコンが使われるのが当たり前になりました。ごのマイコンというのは、

昔、釜で炊いていた頃に「はじめチョロチョロなかパッパ、赤子泣いても蓋とるなJと言

っていた火加減を、自動炊飯器で行なうようにしているものらしい。マイコンなるものが

発熱部をコントロールするわげです。マイコンというのは一個の小さな部品にすぎません

が、コンビューターの一種であることにかわりはありません。いまや、日本のメーカーは、

我々の身の回りのあらゆるものにマイコンを使おうとしているようです。最新の家庭電気

製品にはたいていマイコンが使われていますし、自動車もそうです。

4.はますますぴんと来ないかもしれませんが、最近コンヒ。ユーターの仕事としてはど

んどん重要性をましてきているものです。電話局にある自動交換機はコンヒUユーターその

ものですし、さきほどの現金引き出し機にしても、銀行の本店にあるコンヒeユーターと通

信してデータをやりとりしています。

最近クロネコヤマトがFAXサービスを始めるということを新聞で読みました。普通の

FA XだとAさんのFA XからBさんのFA Xに直接原稿がおくられてくるだけだったの

ですが、クロネコのはAさんのFA Xの内容をいったんセンターのコンビューターにため
ておいて、 BさんのFA Xから要求があったときだけこれを送信する。

Bさん、つまり受け手のがわからすれば、メールボックスをのぞいて自分あての手紙が

ないかとーうか調べるのと同じような感覚でFAXを受け取ることができるし、自分専用の

FA Xでなくても、出先でも自分にあてられたFAXを受けることができるわけです。

これもコンヒeユーターが通信に使われる一例です。

以上の 1.2.3.4.がコンヒ。ユーターの得意とする機能です。コンビーユーターのし

ていることのほんの一部を述べただけですが、今の世の中がコンビューターなしではにっ

ちもさつも行かなくなっていることがよく分かります。しかも、それにもかかわらずコン

ビューターの存在を意識することはほとんどなくて、 「これもコンビューターを使ってい
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るんだよ」と言われてはじめて「あっそうか」ということになるわけです。

ここで本題にはいることにしましょう。方言研究でのコンビューターの使われ方も分類

すればいままで述べてきたのとおなじように考えることが出来ます。

まず、 1.の「大量の計算を高速に正確に行なう」ですが、コンヒ。ユーターが手軽に使

えるようになったときにまず最初に考えられたのがこの能力を生かす事でした。

数量化とかクラスター分析とか言われる数学的な方法があります。たとえば、 A地点と

B地点がどの程度方言的に隔たっているかを知りたいとします。ほかには、 C地点、 D地

点などがあり、これらの地点を同一線上で比較する事はできないのが普通で、す。語形の共

通度が地点聞の言語的な距離を表すとしたら、 AB Cの各点が一本の直線上に並んで‘いる

と話が簡単なのですが、実際にはAB Cという三角形の頂点、のようになっているのが普通

です。

このような場合に威力を発指するのが数量化などの方法です。うまくやれば、沢山の地

点を、距離が近いもの同土－いくつかの大きなグループにまとめることができます。ところ

が、これを実行しようとすると膨大な量の計算をこなさなければなりません。コンビュー

ターが使えるようになって、はじめてこの方法が使えるようになったわけです。

私は今年の夏、ドイツのパンベルクで聞かれた「国際方言学者会議」に行ってきました

が、海外でもこのような数量化の方法を用いた研究が盛んである事を知りました。

コンビューターの 1.の機能を生かした研究として私も孤例の研究というものをやった

ことがあります。コンビューターがくりかえし大量の計算をするということがどんなこと

なのか、説明するのにちょうとがいいので、どんなことをどんな手順で行なったのかちょっ

とくわしくお話しましょう。

まず、言語地図のなかには多くの地点で使われる語形と、わずかの地点でしか使われな

い語形があります。ひとつひとつの地図について、 1地点だけで使われる語形の数はどれ

くらいか、 2地点で使われる語形の数はどれくらいかということを調べていきます。これ

は語形が伝播していくときにどんな現象が起きるかということと関係があります。

つぎに、 1地点だけでしか使われない語形に注目します。こういう語形を孤例と呼びま

すが、 30枚の地図を通してみたときに、孤例が多く出現している地点を探しだします。

そういう地点を地図にプロットすると、ある地図ができます。孤例が多いというのは、そ

の地点が変わっている、特異なところだということを示しています。琉球にはそうした地

点が多いので－すが、それは偶然ではないで、しよう。この地方では集落ごとに言葉が違うと

言われているからです。

これだけのことを、実際のプログラムではつぎのような手順で処理しました。まず、地

図ごとに使用されたすべての語形が何回使われたかを数えます。つぎに孤例の語形がどれ

であるかを調べ、その語形が使われた地点を記録します。以上の手順を地図の枚数だけく

りかえして各地点で孤例が何回出現したかを調べます。

このプログラムで一番多く行なわれているのは単純な足し算ですが、それを何重にも繰

り返して行なっているのです。人手では不可能なことが単純な計算の繰り返しで可能にな

る、これはコンヒ。ユーターを使った仕事の一つの典型た．と思います。
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面白いのは、このプログラムは最初、大型計算機で動くように作られていたのです。大

型計算機というのは大学の計算センターなどで見るような、名前のとおり大きな部屋にや

っと入るぐらいの大きなものです。ところが、そのプログラムを我が家のパーソナルコン

ヒeユーターで動くようにしてみたところ、計算時間が大型の倍ぐらいでJ斉んでしまったの

です。あとで、もっと上等なパソコンを買って、同じプログラムを動かしたら今度は、大

型よりもずっと早く計算が終ってしまいました。私が以前勤めていた国語研究所というと

ころで 1年前まで‘動いていた大型計算機よりも、このプログラムを実行するという点にお

いてはずっと速くて使いやすいコンビューターが私の机の上にのっているというわけです。

ちょっと前なら個人で使う事は夢にも考えられないような、すばらしい計算能力をいま我

々は手にしているのです。

孤例の研究が今後どのように進んで行くべきかについては、私自身考えてはおります。

ひとつはここで見られた傾向がほかの色々な規模の言語地図でも同じように見られるのか

確認すること、もうひとつは語形の伝播、ひろがりがある一定の数式に従っていてそれが

このような統計的な結果を産むと考えているのですが、この仮説を証明する事です。この

どちらにもコンヒ。ユーターをさらに活用する事になるでしょう。

2.の「大量のデータを記憶して任意の順番で取り出したりする」機能ですが、これは

パーソナルコンヒ。ユーターではデ←タベースという形で利用されています。

さきほどのパンベルクの学会でも話題になったのは方言データのデータベースをどうや

って作るか、そのデータベースにどのような機能を持たせるかでした。我々が言語地図を

作る時には、いろいろな語形をひとつにまとめて、ある記号をあたえるということをして

います。そのあとで地図をかいて、まとめかたが正しかったか、記号の与えかたが適当だ

ったかなどを検討し、満足がいかなければもういちど地図を書き直すということをしてい

るわけです。

この一連の作業をすべてコンヒaユーターで、行なう事にすれば、非常に能率的で、あろうと

いうのが方言データベースの出発点になっています。つまり、 1.の場合と違ってコンビ

ューターを使わなければで、きないような新しい事をするのでなく、いままでやってきたこ

とをより能率的に行なうために利用するという考え方です。こうして作ったデ←タベース

で、さらに等話線を引くとか、数量的な処理を行なうとかの機能を加えてさらに便利にす

るということを考えているようです。パンベルクの発表をきいた限りではかなり満足のい

くシステムがいろいろな所で作られているという印象でした。実は同じようなものは国語

研究所の前川さんも考えています。

ただ、これから本格的に使うためには機械の側にまだ色々な問題があります。機械のほ

うの問題である以上、 5$以内にはすべて解決されるでしょうが。

ひとつは、ディスプレーの表示がまた．組いということです。日本言語地図程度の複雑で

細かい地図をテ‘ィスプレーに表示するのは今の機械の性能ではまだ無理です。バンベルク

では「しゃべる言語地図」という発表までありました。これは調査した語形がどんな音声

た．ったかを機械が記憶していて、必要が生じた時にいつでも声が出てくるというものです。

言語地図を見ていて実際の発音を知りたいと思う事がよくありますが、このシステムでは

簡単に知る事ができるわけです。ただ、これは現在の技術ではまだ制約が多く、発表者も
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完成は3年後だと言っていました。

また別の発表者は「言語地図の意味は変わった。言語地図はデータベースの出力する形

式のひとつに過きない」という威勢のいい発言をしていました。

データベースに近いものとしては『東京語アクセント資料』のデータがあります。ただ、

このデータは出版には利用しましたが、まだ未整備な部分があって研究に利用する状態に

なっていません。

3.の「他の機械をコントロールする」にあたるものはコンビューターにつながってい

るプリンターをコントロールして言語地図を書き出したり、音声記号を打出したりするこ

とでしょう。

コンヒ。ユーターで言語地図を打ち出したものでひとことふれる必要のあるのは『糸魚川

言語図巻』でしょう。これはすべての地図をXYプロッターという機械を用いて描いてい

ます。

現状では、コンビューターで‘作った地図は機械のほうの制約があってもうひとつ評判が

よくないようです。

音声記号を打ち出すことは、パンベルクでもかなり取り上げられていました。実は私も

国語研究所にいたときにやっていたことです。『方言文法全園地図』第1集の解説書では

地図として印刷された60項目の全データをそのままの形でーというのは調査者が報告し

てきた表記そのままでー収録しました。データはコンビューターで読める形になっていた

ので、プリンターで打ち出したのですが、プリンターをうまくコントロールすることで音

声記号の印刷もできるわけです。

調査のデータを公開するのは、いままであまり行なわれていないことですが、公開する

ことによって議論が深まっていくこともあります。どしどし公開するほうがよいと思いま

す。

このデータを利用して、たとえば見出し語形の索引のようなものが簡単に作れます。第

一集は助詞に関する項目を集めてありますが、この索引を使うと、ある見出し語形がどん

な項目に現われるのか、あるいはどんな意味のひろがりを持っているかなどが分かつてき

ます。もちろん、孤例の研究などもできます。

ぞれから、このようなデータの形にしておくと、出版の形態が変わってくる可能性があ

ります。コンビューターのデータというのはコピーが簡単にできます。フロッピ一一枚に

は10 0万字以上の情報がはいっていますが、これをコピーするのにー分もかかりません。

ですから流通させるのは印刷したものよりも簡単です。地図は地図として生のデータがあ

ったほうが自分でいろいろな研究ができるからいいという人もいるはずです。たとえば、

組合せの地図などは作るのが大変だったのが、こうしたデータをコンヒ。ユーターで処理す

るとずっと楽にできるようになる。

それはともかくとして、データの形で公開すれば、理科系の学問でよく言う「追試」が

可能になって、業績が客観的なものになるということを言う人もいます。

それから、データがすでに出来ていれば、簡単なプログラムを付けるだけで非常に原始

的なデータベースとして利用することもできます。第2集と第3集は活用を扱う予定です

が、活用形主体、語形主体と視点を変えた一覧表を2種類作ると地図づくりをする際に大
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変有益な情報が得られるはずです。

話か前後しましたが、コンヒ。ユーターを使って発音記号を打ち出すのはプリンターの外

字機能というのを使いました。パンベルクでいくつか音声記号の印刷システムが発表され

ましたが、それらと比較しても印字の品質はかなりいい部類た‘ったと思います。レーザー

プリンターを使えば、またさらにずっとみやすい印字になるでしょう。これも機械が進歩

することによって解決される問題かもしれません。

しかし、今になって撮り返ってみると、大変なのはプログラムよりもデータをつくるこ

とでした。私と研究室の白沢さんの二人がこれだけのために何年か費やしたような印象が

あります。なにしろ、全体のデータ量は800万字ぐらいになるのです。

余談ですが、データ入力も機械の進歩でここ何年かで、ずいぶん能率が上がってきました。

いい例が漢字入力で、 5年前に『東京語アクセント資料』のデータを作ったときは漢字の

データを作るのに大変な苦労をしましたが、今ではコンヒ。ユーターで漢字が扱えるのは当

たり前のことなのですからこの変化というのは大変なものです。

最後の4.の通信ですが、これは方言研究に直接役に立たないけれど、研究の刺激には

なる可能性があります。

パンベルクで会った欧米の学者にはEメールのやりとりをする習慣を持った人がたくさ

んいました。 Eメールというのは先ほどお話したクロネコ FA Xとよく似た仕組みで手紙

のやりとりをするものですが、これのいい点は、世界中の人とリアルタイムでしかも非常

に安い料金で情報の交換ができることです。地方は中央にくらべてs情報が遅いということ

がよく言われますが、コンヒ。ユーターを使った通信が普及すれば全国どこでも同じように

情報が受け取れるし、沖縄と北海道の人が共同研究をするのも容易になるでしょう。

以上ざっとコン．ヒdユーターと方言研究の関わりについて述べてきました。コンヒ’ユータ

ーを使うことによって方言研究にも新しい局面が聞けてくる論旨で話をすすめてきたつも

りですが、ちょっと心配なこともあります。コンビューターが面白すぎるために、データ

が元来どんな素性のものだったかを忘れて、コンヒ。ユーターの世界にのめり込んでしまう

ことです。方言研究で扱われるデータは生身の人聞が生身の人間に接して得たものなのに、

データを何重にも加工するとどんどん抽象性が増していきます。これはこれで数学の世界

にも似て面白いものなのですが、おおもとに生々しいデータがあったということを忘れて

はいけないでしょう。データをもてあそんで単なる知的な遊びに堕してしまうことがない

よう自らを戒めなければなりません。

（信州大学人文学部助教授）
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